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多摩大学 村山貞幸ゼミ 「日本大好きプロジェクト」 

経済産業省主催 社会人基礎力育成グランプリ2011 全国優勝  
 

 

               

東日本大震災から5年半 被災者約3,600名の想い 
 

この度、私達多摩大学 村山貞幸ゼミ「日本大好きプロジェクト」は、平成28年9月9日(金)から11日(日)までの3日間 

東京ミッドタウン(事業者代表 三井不動産株式会社)が開催する『和紙キャンドルガーデン-TOHOKU 2016-』の企画・運営を

行います。 「伝え続け、アクションにつなげる」をテーマに、東日本大震災から5年半経過した被災者の想いを伝えます。 

今年は 6 月に避難指示が解除された福島県葛尾村、川内村を含む東北3 県 40 市町村約 3,600 名の方と交流し、現地の想いを

感じて参りました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

【イベント概要】                                                                             

タ イ ト ル :  『和紙キャンドルガーデン-TOHOKU 2016-』  

開 催 期 間 : 平成28 年9月9日(金)～9月11日(日)17時〜21時 

      ※入場無料、雨天・荒天中止 

会      場  : 東京ミッドタウン 

              ミッドタウン・ガーデン、芝生広場、コートヤード 

       東京都港区赤坂9-7-1 

ア  ク  セ  ス ：   都営地下鉄大江戸線「六本木駅」8番出口より直結 

あ       東京メトロ日比谷線「六本木駅」より地下通路にて直結 

        東京メトロ千代田線「乃木坂駅」より徒歩約3分 

【関 係 団 体】 

主      催 : 東京ミッドタウン 

企画・運営  : 多摩大学 村山貞幸ゼミ「日本大好きプロジェクト」  

協   力 :  カメヤマキャンドルハウス 

  多摩大学村山貞幸ゼミ「日本大好きプロジェクト」は、平成28年9月9日(金)～11日(日)の3日間、東京都港区にある 

  東京ミッドタウンにて行われる「和紙キャンドルガーデン-TOHOKU 2016-」の企画、運営に携わります。 

  是非、本イベントの取材にお越しいただきたく存じます。 

東京ミッドタウン「和紙キャンドルガーデン-TOHOKU 2016-」 

 

※2015年度のイベントの様子 

プレスデイ 

日時：平成28年9月8日(木) 17時～20時 

場所：東京ミッドタウン 芝生広場 

15時 メディア受付開始 

16時 キャンドル点灯開始 

17時 キャンドル点灯完了 

【連 
※和紙キャンドル 

多摩大生が被災地４０市町村を訪問！ 

約２，４００名の想いが綴られた和紙！ 

Facebookにて全 2,400メッセージ公開！(次項参照) 

子ども達と作る約１，２００枚の手形和紙キャンドル！ 

心を込めて漉いた和紙、総数４，７００枚以上！ 

避難指示が解除された 

        福島県葛尾村、川内村の方々も参加！ 

東北７大学の学生とコラボレーション！ 
岩手、岩手県立、石巻専修、尚絅学院、東北生活文化、東北福祉、福島、大学 

 

 



  

  

 

 

「日本大好きプロジェクト」とは 

平成20年9月より日本の伝統文化を伝承してゆく活動を始め、平成28年8月現在、幼稚園・保育園・児童館などで 

通算1,746回(年200回以上)の訪問型イベント(平成26年度伝統文化親子教室事業文化庁助成)を実施いたしました。 

イベント内容：紙漉き、藍染、影絵、狂言、紙芝居、空手、剣道、茶道、書道、将棋、鼓、ちぎり絵 他11演目 

イベント実績 ：東京ミッドタウン(2010年～2015年)、二子玉川ライズ(2011年～2013年)、増上寺(2009年～2016年) 他 

経産省主催 社会人基礎力育成グランプリ 大賞(2011年)、経産省共催 社会人基礎力育成グランプリ 準大賞(2016年) 

  

 
          

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

                   

 

 

                                                                 

 

 

【連絡先】 

(教    授) 村山 貞幸     TEL ：090-7844-0788     MAIL ：sadayukimurayama@gmail.com 

(広報担当) 藤倉 万里菜    TEL ：080-5501-6991          MAIL ：npj.fujikura@gmail.com 

(広報担当) 黒川 歩花         TEL ：080-5654-0822     MAIL ：npj.kurokawa@gmail.com   

日本大好きプロジェクトHP   URL ：http://www.nippon-daisuki.com  

※芝生広場の配置図 

45m×28mで配置予定 

【伝えるコミュ二ケーション】 

1. Facebook 

あ全2,400枚のメッセージ和紙を毎日配信、イベント当日の様子も公開します。 

2. 和紙キャンドルガーデン-TOHOKU 2016-特設サイト(http://nippondaisuki.wixsite.com/tohoku2016) 

あ東北の想いをSNSからも発信して参ります。 

■ 芝生広場  

1 川内村、葛尾村 

    昨年の38市町村に加え、今年6月に避難指示が解除された川内村、葛尾村も訪問。 

  川内村、葛尾村の方々のメッセージを加えた全40市町村のメッセージを配置。 

2 デザイン 

(1) 扉と足跡 

東北生活文化大学の学生によるデザイン。 

意味：「扉を前に押して開き、一歩を踏み出す。」 

避難指示解除により『一歩踏み出した』川内村、葛尾村のメッセージを配置。 

(2)七宝（“繋がり”や“絆”を連想される日本伝統模様） 

扉の周りに42個配置。各七宝は、陸前高田の輪、楢葉の輪、石巻の輪のように 

各市町村で集めたメッセージで構成。 

42個の七宝のうち避難指示が解除されていないにもかかわらず、特別措置で 

住民がいる飯館村（福島県）を除く大熊町、富岡町、浪江町、双葉町は、 

いつかメッセージをいただけることを願い、無地の和紙で表現。 

3 東北の子ども達が漉いた和紙 

 東北の子ども達と紙漉きを行い、出来上がった和紙で扉下の“TOHOKU”を表現。 

 協力先：大野保育所、田代児童館、たっせ学童クラブ(岩手県) 

     あおぞらこども園、子ども元気センター  (福島県) 

     愛の杜めぐみ保育園、小野保育所     (宮城県) 計7施設127名  

 

配置する和紙キャンドル総数 

(１日当たり) 

芝 生 広 場：約3,500枚 

(内メッセージ和紙 約2,400枚) 

子ども手形和紙：約1,200枚 

総     数：約4,700枚 

 

※子ども手形和紙キャンドル 

【エリア詳細】 

特設サイト   Facebook 

■ ミッドタウン・ガーデン  

手漉きの和紙に東北と東京の子ども達が重ねるように手形を押し、手を取り合い、

繋がっている様子を表現。 

東京と東北の子ども達がコラボレーションし作成した、世界に一つだけの和紙。 

 

 

 

す。 

■ コートヤード  

東北三県の特産品(菓子類、雑貨)を東北の学生達や工房の方が販売。 

同時に直接来場者に東北の魅力を発信。 

協力先：岩手県「岩手県立大学 復興girls & boys*」 

    宮城県「東北生活文化大学 版画ゼミナール」、「セラミカ工房」 

    福島県「楢葉町 新産業創造室」 

 


